
◆ 朱雀門隣接地の調査一第３o ｱ 次

はじめに朱雀門地区案内所建設にかかわる発掘調査。

トレンチの場所は、朱雀門にとりつく東側の南面大垣か

ら２ｍ南の濡地で、朱雀門東端から1 5 ～2 5 ｍ東の位置に、
東西に長い1 0 ｍ× ６ｍの発掘区を設定した。

検出遺構発掘区の東南部分は第1 3 0 次南調査と重複した
部分で、それはトレンチ全体の4 5 ％を占め、さらに発掘

区中央にヒューム管が走り、それを残すように掘り下げ

たため、新たな調査部分の面積は約2 0 , 2 となった。

検出した遺構は溝状遺構１条のみである。溝状遺構

S D1 8 1 7 0は東西方向にのびるもので、幅60 c m、深さ25 c m、

東西３，分を検出した。しかし、それは発掘区東半部に

I ま連続して続かない。溝内からは遺物が出土せず、時期

は不明だが、溝自体は地山の灰色砂上で検出した。

これまでの平城宮南面大垣南の調査では、大垣本体の

築地土部分のすぐ南に鋸歯状の掘込地業があり、大垣心

から南1 2 ｍで二条大路北側溝を検出するのが通例であり、

その間に、建物の柱穴を検出することはほとんどない。

今回の調査においても、柱穴は全く検出しなかった。ま

た、南面大垣の犬走り部に接して雨落溝があるとしても、

その想定位置はトレンチの北にあたり、今回検出した溝

状遺構S D1 8 1 7 0 は、それに相当するものではない。

（山崎信二）
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